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デラウェァぶどうの熟期促進に及ぼす

シベレリンの効果について

高馬 進1松岡　広 （園芸学研究室）

Susumu　KσMA　and　H1rosh1MATSUOKA

Ef止ects　of　Gibbere11ic　Acid－ApP1ication　on　Promoting　of

　　　　Rlpenmg　Penod．of　De1aware　Grape　Vme

　　　　　　　　は　し　が　き

　最近Gibbere11inが開花の促進及び果実の早期成熟の

外，新梢，葉等の生長促進等に有効な事が実証されるに

当ってぶどう特にDe1awareぶどうの成熟促進にも著効

を現すことが認められ我国各地でもこれが実験を行う様

になった．

　本県でも昭和26年以来ぶどうの栽培奨励に乗り出した

が，最初は販売の関係から甲州ぶどうを主体としてDe1－

aware3割を配した程度で進んだが，昭和31年以来適地

適作の点から環境重視の線を強く出し，専らDe1awa・e

申心の栽培に移す様になって，その栽培面積も急に増加

して来た．九州地方特に北九州青果会杜で昭和35年に

取扱った各県のDe1awareぶどうは第／表の通りであ
る。

第1表昭和35年（／960）各県別De1awareぶどうの

　　　　北九州青果KK入荷量（単位屯）

月別 熊本 福岡 大分 香川1鵬 岡山1島根

ア
月
8
月

一
0．6 0．2 0．4

一
3．0

　
3
．
1
／
8
4
．
0

月別 鳥取 和歌山 石川 計

ア
月
8
月 3．6 3．9 20．0

　
3
．
／
2
1
5
．
7

即ち，他県を圧して本県のDe1awareぶどうが断然市場

をリード出来る段階にまで伸長した。このDelawareぶ

どうを更に有利に販売するため本県でもGibbere11in使

用を早急に進めるべく今回県農林部の援助により実験を

試みたので，薮に報告して県内栽培者の参考に供したい

次第である。

　本実験を行うに当り，島根県農林部，当大学園芸学研

究室職員，専攻生林川君及び当大学附属神西砂丘農場員

の御援助に対し深甚の謝意を表する次第である．

　　　　　　　　実験材料及び方法

　神西砂丘農場の約5．5m間隔に定植した5年生De1a－

wareぶどう樹6本を用い，勢カの比較的揃った新梢を

各区10本供試して5月8日各新梢に2果房を結実せし

め，この各果房をGibbere11in100及び50PPm液に浸

漬した．開花前のG1bbere11m液浸漬は4月30日，5月

7日，！2日及び17日の4区で，これ等各区毎に開花後の浸

漬を行わない区，6月14日に浸漬する区，6月／4日と2／日

に浸漬する区及び6月2／日に浸漬する区の4通りとした．

　糖度はHand　Refヱactmeterを用い，酸度は酒石酸と

して表した．果穂長は果房の肩穂の分岐部から先端ま

で，穂梗直径は肩穂の分岐部直上の直径をキャリパーで

測った．各区の新梢の長さは第2表の通りである。

　　　　第2表実験に供した新梢の長さ

処　理　区　1騨花瑞努禦
開花前処理　開花後処理　／00ppm区50ppm区

月　臼＾ 月　日一 c－n Cli1

4月30口 9．5 9．6

〃 6．14 ’
9．7 9．4

〃 6．／4 6．2／ 9，7 9．6

5月7日 ， ．
一

19．4 ／9．4

〃 6．14 19．2 19．5
〃 6．／4 6．21 ／9．6 19．4
〃

・
，

6．2／ 19．3 ／9．4

5月／2日
二 23．6 23．6

〃 6．14 23．4 23．／

〃 6．／4 6．2／ 23．3 23．3
〃

一
一

6．2／ 23．3 23．4
5月1ア日

二 26．6 26．5
〃 6．／4 26．4 26．5
〃 6．／4 6．2／ 26．5 26．3
〃

一
6．2／ 26．3 26．5

無処理 9．8 9．8

sokyu
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　尚，神西砂丘農場の実験処理期間申の気温，降水量は

第3表の通りである。

　　第3表神西砂丘農場における気温，降水量

第6表Gibbereninの開花前処理による

　　　　開花促進効果（50ppmの場合）

月 3 4 5 6 7 8 9

気温 上旬 8．3 ア．2 ／4．9 ／9．／
22．6 27．0 22．3

C。 申旬 6．3 9．9 ／6．3 18．8 24．4 25．0 21．6

下旬 9．3 13．2 16．9 22．9 26．6 25．8 21．8

降水量 上旬 5／ 68 ／09 62 153 67 ／8

n1rn
申旬 2

3
／ 53 6 148 12 ／35

下旬・ 56 75 32 ／3

1 18 ／02

　更に各区の浸漬処理時の気温，湿度を示すと第4表の

通りである．

　第4表Gibbere11in液浸漬処理時の気温及び湿度

開花前処理月日1開花始1
開花盛

1開花促進日数

月　日

4．30 1♂2よ 月　n 日

5．30 6
5．7 5．27 5．3／

5
5，12 5．28 6．／ 4
5．17 5．29 6．1 4

無処理 6．1 6．5 0

開花促進日数

処理日 処理時問 気温1湿度 風

月　日 時分　　時分
C。

％

4．30 ／2．40～／3．20 ／9．1 68 微　風
5．ア 12．02～／2．50 17．2 67 〃

5．／2 ／6．00～／7．00 20．5 52 細砂とぶ
5．／7 ／4．25～15．50 23．0 60 無　風
6．／4 ／0．50～13．45

‘ ■ ’
6．21 ／2．30～／5．45

一 一 一

　尚，花房の浸漬に用いたGibbere11in粉末は協和醸酵

K，K．の製造によるもので，高性能湿潤湊透剤Aerro1oP

を加用したものである．

　　　　　　　　実　験　結　果

　孟）開花期の促進

　開花前処理を4月30日，5月7日，／2日及び17日の4

回に実施した場合各区の開花期は第5表の通り促進され

た．即ちGibbere11in100PPmの場合各区／0花房づつ

について調べた所開花前に早く浸漬処理した程開花期を

早める結果となり，早いものは7日，晩いものでも4日

開花を早めることが出来た．50Ppm液に浸漬した場合

は開花促進の効果は100PPmの場合より／日劣ることが

認められた。

　第5表　Gibbere11inの開花前処理による開花期の

　　　　　促進（／00ppmの場合）

　五五）無核果形成歩含

　Gibbere11in100PPm液に浸漬した果粒の核の有無を

調べた所第7表の通りである。

　第7表　Gibbere11in／00PPmに浸漬した果粒の

　　　　　無核果率

開花前
処　理

月　目

4．30

〃

ノ1！

5．

〃

〃

〃

5．／2

〃

〃

〃

5．／7

〃

〃

〃

無処理

瞥臨魑蟻嚢
月　日

6，／4

6．14

6，／4

6．／4

6，／4

6．／4

6，／4

6．／4

月　日

　一　　　59

　－　　　8／

6．2／　　80

　一　　　47

　－　　　87

6．21　　94

6．21　　3／

　一　　　42

　＿　　108

6．21　　94

6．21　　95

　＿　　108

　－　　／19

6．2／　　／22

6．21　　／／ア

92

無核果

1粒　数

／

28

32

0
39

48

9
12

8
1
80

54

104

／／5

1／8

／06

1無肇果

　0肖／．7

34，5

40．0

　0

44，8

5／．0

29．0

28．5

ア5，0

85，／

56．8

％．3

％．6

96，7

90．6

1管督
月　日
8．／9

　17

　17

8．7

　4

　4

　7

7．3／

　29

　29

　3／

7．2ア

　25

　25

　27

8．／9

開花前処理月日 開花始1 開花盛
1開花促進日数

月日 月日 月日 日

4．30 5．25 5．29 ア

5．ア 5．26 5．30 6
5．12 5．27 5．3／ 5

1ア 5．28 6．／ 4
無処理 6．／ 6．5 0

1開花促進日数

（注）調査果房数　／0果房

　開花前処理の4月30日及び5月ア日の両区は無核果形

成率が低いので問題にならない．5月12日区は比較的無

核果形成率が高いが，なお15～25％も有核果があるので

経済的価値は低い．たジ満開2週間前の処理である5月

／ア日区は無核果形成率が9／～97％で高いが，申で．も開花

後2週間目に1回処理したもの及び2週間目と3遇間目

の2回処理したものが無核果形成率が特に高い．

　何れの区を見ても開花後1回処理する場合は開花期に

近い程無核果率を高めているし，適期（5月／7日区）に処

理すると開花前／回の処理でも無核果率を相当高めるこ

とが出来る様である。開花前処理が早遇ぎた場合には開
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花後処理を回数多く処理した方が無核果率を高めてい

る．

　次に50Ppmで浸漬した場合の無核果形成率を調べた

結果を示すと第8表の通りである．

　第8表G1bbere111n50PPmに浸漬した果粒の

　　　　　無核果率

開花前
処　理

月　日

4．30

〃

〃

5．ア

〃

〃

〃

5．／2

〃

〃

〃

ち、1ア

〃

ノ1

〃

無処理

開花後
1回
月　日

6，／4

6．／4

6，14

6．／4

6，／4

6．／4

6，14

6，／4

開花後
2回処理

月　日

62／

6，21

6．21

6，2／

6．21

6，2／

6．21

1果房
全粒数

90

70

90

ア
1

80

80

63

38
ア8

／01

57

39
／／ア

128

87

92

（注）調査果房数　／0果房

無核果
粒　数

2
8／

／

0
15

10

6

6
42

60

1
1

25

／12

123
7
／

1繋撃
　％
2，0

／1，4

12．2

　0

18，7

／2．5

9．5

15，7

53，8

59，4

19．3

64，1

95．7

％．0

81．6

成熟
月日

月　日

8．／9

　19

　／9

8．／0

　7

　6

　10

8．1

7．30

　30

　31

7．29

　27

　27

　29

8．19

　Gibbcre11in50PPm液に浸漬した場合，4月30日，5

月ア日及び5月／2日の3区では100PPmの場合に較べて

無核果形成率は著しく低いが，適期に処理した5月17日

区で開花後2週問目1回処理区と2週間目及び3週間目

の2回処理区とは無核果形成率96％で100PPm処理と殆

ど変らない成績を示している．併し5月17日処理区でも

開花後処理を行わない場合及び開花後3週間目処理区は

100PPm処理の場合より著しく無核果形成率が低い。

　以上の成績から開花前処理が適期に行われた場合には

50PPm濃度でも開花前及び開花後各1回処理で相当高い

無核果形成率を示しているが，100PP1m処理が適期に行

われた場合には更に無核果率は高く且つ安全である．

　搬）糖度及ぴ酸度

　今回の試験の結果から見ると，Gibbere11in／00PPm

液で処理したものの申，開花前処理が5月17日区で開花

後処理が6月14日／回区及ぴ6月／4日と21日の2回区が

ア月22日に糖度18％に近く，7月25日には18％を越えて

いることは第9表の通りであり，50ppm区では第10表

の如く糖度18％以上の区は発見出来ないが，開花前処理

が5月17日で開花後処理が6月／4日と21日の2回処理区

が各々1ア．2％及び17．6％で18％に近い．

　以上の様にGibbere11in処理をした場合に出雲の砂丘

地帯におけるDe1awareぶどうの成熟期は糖度の変化

のみから見るとア月25日前後になる様である．

　次にGibbere11in処理を行った果房で十分着色，成熟

した果房が認められたので，7月29日に各区5果房づつ

第9表　糖度及び酸度の変化（100pPmの場合）

処　　　　　　　　理

開花前処理
’月　目

4．30

　〃

　〃

5，7．

〃

〃

〃

5．12

〃

〃

〃

5．／ア

〃

〃

〃

無処理

1開花後1回
月　目

6，／4

6．／4

6，／4

6．／4

6，14

6，／4

6，14
6．／4

1同2回処理
月　日

6．2／

6．21

ろ．2／

6，21

6．21

6，21

6．2／

糖

7月／8日

　％
3．2

3．3

3．3

5．9

4．0

4．1

3．9

9，5

10，4

／1．7

7．2

／1，0

／2，3

／2，1

1／．5

3．3

度　　　　　　酸　　　　　度
7月22日　　　　7月25日

　％
5．4

4．5

4，2

5，4

／8，／

17，4

／7．2

15．2

1ア．0

／ア．／

／2．0

16，8

／7，8

17，9

16．9

5．0

　％
5．9

5．7

5．4

5．8

1ア．3

17，4

17．3

15，3

／7，5

17，3

15．0

／7，／

18，3

／8，2

／7．9

5．4

7月18日

　％

3．64

3．26

2．54

1，48

／．43

1，48

2．07

4．74

ア月29日

　％

1．8／

1．4ア

／．06

0，49

0，50

0，54

0．60

2．41

sokyu

sokyu
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第10表糖度及び酸度の変化（50ppmの場合）

処　　　　　　　理
開花前処理

月　日

4．30

〃

〃

5．7

〃

〃

〃

5．12

〃

〃

〃

5．17

〃

〃

〃

無処理

1開花後1回1同2回処理
月　日

6，14

6．／4

6，／4

6．14

6，14

6．14

6，14

6．／4

月　日

6．21

6，21

6．21

6，2／

6．2／

6．2プ

6．21

糖 度　　　　　酸　　　　　度
ア月18日1 7月22日　　　　7月25日　　　　7月／8日

　％
3．3’

3．4

3．4

3．7

4．4

4．0

3．6

8，4

11，0

1／．0

7．6

1／3

11，6

11，9

11．4

3．3

5．／

5．3

5，3

／0．ろ

14，／

14，3

10．8

10，9

／6，3

／6，5

／／．O

15，8

／6，4

17，0

15．9

5．0

　％
5．2

5．5

5．5

8．4

8，0

16，8
／／．0

／5，8

16，8

／7，1

／1．8

16．2
／ア．2

／7，6

16．2

5．4

　％

3．48

3．78

3．／2

2，55
／．70

2，09

1．95

4．74

7月29日

」

1．9ろ

1．35

1．57

0，54

0，50

0，58

0．92

2．41

代表的なものを採取して，各果房の先端部にある果粒を

5果粒づつ摘粒して糖度及び酸度を調べた．

　その結果は第1／及び12表に示す通りである．

第／2表　Gibbere11in50PPmに浸漬した果粒の

　　　糖酸率（7月29日調）

剃1表Gibbere11in100PPmに浸漬した果粒の

　　　糖酸率（7月29日調）

開花前

処理

開花前

処理
月　日

4．30

〃

〃

5．ア

〃

〃

〃

5．12

〃

〃

〃

5．17

〃

〃

〃

無処理（a〕

　〃（b）

1幣
月　日

6，14

6．14

6，／4

6．／4

6，14

6．14

6，14

6．14

1金2墨

月　日

6．2／

6，21

6．21

6，2／

6．21

6，2／

6．2／

1糖度1酸度
　％
9，0

11－6

／2．8

8．4

8，0

／6，8

11．0

15，8

16，8

17，6

／5．8

1ア．8

／8，6

18，4
／8．2

8，6

17．8

　％
2．3ア

1，81

1．56

2，50

／．47

／．2ア

1．98

2，11

1，06

0，98
1．85、

0，49

0，50

0，54

0．60

2，41

0．5ア

1糖酸率

月　日

4．30

〃

〃

3，79
6，4／

8．2／

5．ア

3，36

5．44

13，23

5．55

〃

〃

〃

7．48

／5．85

／7．％

8．54

5．／2

〃

〃

〃

36．32

37．20

34．0ア

30．23

5．17

〃

〃

〃

無処理（a）

　〃（b）

門管
月　日

6，14

6．／4

6，14
6．／4

6，14

6．14

6，14
6．／4

1孟2墨

月　日

621

6，21

6．21

6，21

6．21

6，21

6．2／

1糖度
　％
8，0

／0，6

／0．6

8，2

／0，4

16．0

9．0

11，0

12I8

18，2

11．6

／7，2

／8，0

18．6
／ア．4

8．6

1ア．8

1酸度
　％
2，48

1，93

2．42

2，59

1，35

1，32

2．40

2，05

1，75

1，66

2．07

0，54

0，50

0，59

0．92

2，4／

0．57

1糖酸率

3，22

5，49

4．38

3，／7

7．48

12，12

3．ア5

5，37

7．3／

／0．％

5．60

51．85

36．00

3／．52

18．91

3．5ア

3／．23

3．56

3／．23

（注）無処理（a）処理区と同様ア月29日に採取して調

　　査．（b）完熟した8月19日に採取して調査．

　ア月29日一斉に各区共採取して糖度を調べた結果では

100PPm及び50PPm区共開花前4月30日及び5月7日

処理区は一般に低いが，開花前5月7日処理で開花後2
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回処理した区だけは1100pPm及び50ppm区共に／6％

以上で高いことを示している．併し18％には達していな

い．5月／2日区では一般に前2者より可なり高くなって

いるが，50Ppm区は100pPm区より相当低く，／8％に

近いものは50pPm区では開花後2回処理区のみで他は可

なり低く，／00ppm区の開花後2回処理区でも18％以上

にはなっていない．此等に対し5月／ア日区は50及び100

PPm区何れも／7％以上で，開花後／回或は2回処理した

場合には18％を越える糖度を示している。併し開花後1

回処理の場合は開花期に近い時期に処理した方が糖度が

高く無核果率の場合と同様である。

　以上の成績から糖度を高めるには開花前処理は5月／ア

日区がよく，開花後は6月／4日／回の処理で十分の様で

ある。Gibbere11inの濃度は／00PPmの方が効果が高い。

　酸度は50及び／COPPm区共に4月30日，5月ア日，及

び5月／2日区ではなお／％以上で相当に高く，未熟さを

感ぜしめるが，5月／7日区に至ると5U及び100PPm共に

／％以下に低下して熟度の著しく進んだことを示してい

る。従って酸度の低下から見て50及び／00ppm共に5月

／7日区処理がよいが，何れかといえば100PPm区の方が

効果が高い傾向を示している。酸度においても開花後1

回処理の場合は開花期に接近して処理した方が有効の様

である。なお開花後処理を／回行った場合と全然行わな

かった場合とでは，開花前処理を適期に行わなかった場

合は1回でも処理した方が酸度を低下させ，開花期から

遅れることが著しい程，効果がなくなっている．開花前

処理を適期（5月／7日）に行った場合は必ずしも／回処

理の方が低くなるとは限らない．

　以上の結果から，糖酸率の高いのは開花前処理が5月

／ア日区で開花後処理は6月／4日区が50及び／00ppm区共

に最高であり，100PPm一区の方が50PPm区より高い。

　これに対し同時期の無処理区（a）は，糖度が8．6％，酸

度が2％以上で著しく未熟である．無処理区の成熟期と

思われる8月／9日に採取した場合（b）は，糖度17．8％，

酸度は／％以下であり，糖酸率も高い．従って無処理区

では8月19日頃が採取適期である。

早く成熟している．50PPm処理の5月12日区では／8～

20日，／00PPm処理の5月／2日区は／9～2／日早い．5

月／7日区では50ppmの処理が21～23日，／00ppm処理

は23～25日早く成熟している．此等の申でも開花前処理

が5月1ア日で開花後処理が6月／4日／回及び6月／4日と

21日の2回区が最も早く成熟している．この成績は糖酸

率の結果とも略一致している．

Y）果粒重と果房重

第13表Gibbere11in／00ppm処理区の果房重と

　　　　果粒重（ア月29日調）

開花前
処　理

　月　口
　4．30

　〃

　〃

5．7

〃

〃

〃

5．／2

〃

〃

〃

5．／ア

〃

〃

〃

無処理（a〕

　〃（b）

門騰1金2墨
月　日

6，14

6．14

6，14

6．／4

6，／4

6．14

6，／4

6．／4

月　日

6．2／

6，2／

6．21

6，2／

6．21

6，2／

6．2／

1果房重

　69，0

　98，0

　84．6

44．2

9ア．0

83，0

60．4

54，6

90，4

89，4

68．4

ア！．0

1／4．／

／22．3

107．0

93．0

／09．2

l／果粒重

　9
／．／3

1，23

1．0ア

／．08

1，／6

／．04

／．10

0，93

0．％

0，92

0．93

0，63

1，17

1，14

1．01

0，70

／．34

l
／a当り

収　量

　　kg
82．80

／17．60

／0／．52

53．04

／16．40

99．60

72．48

65．52

／08．48

107．28

82．08

　童V）成熟時期

　成熟期の判定は，De1awareぶどうでは普通着色度

で行っているため，今回も肉眼鑑定により行った．併

し，この肉眼鑑定はこれまで熟期に達した果粒をHand

Ref1actmeterによって糖度を調べた経験から出たもの

である。

　50及び100ppm区共に4月30日処理区の成熟日は第7

及び8表の様に無処理区と殆ど変化がない。5月ア日区

では50PPm処理で9～／3日，／00PPm処理で／2～／5日

85．20

／36．92

146．ア6

／28．76

／／／．60

／3／．04

　Gibbere1lin液に浸漬した果粒は無核になるので小果

粒になることが考えられる．これを開花後処理すること

によりどの位肥大するかが問題である．この関係を調べ

た結果は第／3及び14表の通りである。

　／00PPm処理区の1果粒重は4月30日区が大きいが無

核果率が最も低く，熟期も無処理と変化ないので問題に

ならない。次に開花前5月／7日に処理して開花後6月／4

日及び6月／4日と21日に処理したものが大きいが，無

処理区に比較するとなお小さい。併し同区の開花前／回

のみの区に比較すると開花後処理したものはア0％位肥大

したことを示している．併し開花後／回処理したものも

2回処理したものも余り変化がないが，開花後早く（2週

間目）処理したものは，晩く（3週間目）処理したもの

より効果が高かった．50ppm処理区で開花前のみの処

理は100PPm処理の場合と殆ど変らないが，開花後処理

sokyu
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第／4表　Gibbere11in50PPm区の果房重と果粒重

　　　　　　　　　　　　　　　　（7月29日調）

一開花前

処　理
月　日

4．50

〃

〃

5．ア

〃

〃

〃

5．／2

〃

ノ：！

〃

5．1ア

〃

〃

〃

無処理a〕

　〃（b）

開花後

I　1回
月　日

6，／4

6．／4

6，14
6．／4

6，／4

6．／4

6，／4

6．14

ほ2馴／果房重1／果粒重

月　日

6．21

6，2／

6．21

6，21

6．2．1

6，2／

6．21

　　990，4

94．8
／05．8

85，0

69，4

84．2

100．4

59，4

79，6

83，2

62，2

70．8

／02．4

／08．0

ア／．2

93．0

／09．2

　9
／．32

／．23

／．／4

／．21

0．ア4

／．／8

／．30

O．7i

l．16

1，／2

／．03

0，65

0，84

0，91

0．84

0．ア0

／．34

／a当り

収　量

　　kg
／08．48

／／3．76

／26．96

／02．00

85．28

／01．04

／20．48

7／．28

95．52

99．84

74．64

84．％

／22．88

／29．60

85．44

川．60

／3／．04

　　　　　　デラ　ウシア

第1図第1回ジベレリン処理 5月7日

第2図

　デラ　ウェア

第／回シベレリン処理5月12日

第2回シベレリン処理6月14日

一45一

　　　　　　デラウェア　（1％O．6．22写）

　　　第3図第／回ジベレリン処理5月／2日

　　　　　　　第2回　　〃　　　6月／4日

の効果は／00PPmの場合より蓬かに劣っていて／果粒重

は著しく小さい．

　／果房の平均重量についても大体1果粒重と同様な傾

向が見られるが，／00PPm処理は開花前5月／7日区の開

花后／回及び2同処理の両区が無処理区の果房より大き

かった．50ppm処理では5月／ア日区の開花后6月！4日

と6月／4日と2／日の両区の果房重は無処理区と略同様で

あった．従って／a当りの収量は／a当り／，200果房とし．

て／40kg前後となつて，／00ppm区の方は普通であるが，

50ppm区では120～130kgとなりやや劣る様である。

　Y童）穂長及び穂梗の直径

　果穂長が無処理の場合より伸びる場合は粒着が粗とな

って着色期に裂果を起さないので都合がよい．穂梗の直

径が太い場合は萎凋の晩い傾向が考えられる。そこで採

取した7月29日これ等について調べた結果は第／5表の通

りである．

　穂長はmppm区では開花前処理が早い場合（4月30

日及び5月7日）より晩い場合（5月12日及び／7日）の

方が長いし，5月／ア日区の中でも開花後処理が6月／4日

区及び6月／4日と21日区の2回区が長い。50PPm区でも

同様の傾向が見られる　一般にG1bbere11m区は無処理

区（a）に比し30～40％程度長い．

　穂梗の直径は50及び／00ppmの間に大差は認められな

いが，開花前処理が早い場合にや㌧太い傾向が認められ

る．然し一般にGibbere11in処理区は無処理区に比し細

い．

　マ並）花粉の発芽

　Gibbere11in処理を行ったDe1awareぶどう果が無核

になるのは花粉が発芽能カを失うためかどうかを調べる

ために，処理したぶどうの花粉を採って寒天培養器にま

き20．C，／0時間後発芽の有無を調べた．De1awa1eぶど

うでは全然発芽する花粉を認めることが出来なかった．

そこでMuscat　Bai1ey　Aぶどうを用い，／00及び50

sokyu
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G1bbere11ユn処理の穂長と穂梗の直径

　　　　　　　　　（7月29日調）

開花後処理
開花前
処　理

月　11

4．30

〃

〃

5．ア

〃

〃

〃

5．／2

〃

〃

〃

5．／ア

〃

〃

〃

無処理
　（a）

〃（b）

第／6表

開花後
1回

月　11

6，／4

6．／4

6，／4

6．14

6，／4

6．／4

6，／4

6．14

全2回
処　理

月　日

6．2／

6，2／

6．2／

6，21

6．21

6，2／

6．2／

100pPm処理区150pPm処理区

穂長

　Crn／1，8

／0，9

／／．8

／／．／

／0，9

／／．4

10．4

／2，2

／2，4

12，9
／2．8

11，7

／2，3

／2，3

11．6

8．9

穂梗径

nl1rn

3，05

3，12

2．84

2，84

2，94

2，89

2．52

2，78

2，95

2，78

2．ア8

2，67

2，85

2．8ア

2．64

3，03

3．／4

i穂長

　Crn／／．2

／1，8

／／．8

／0，6

／／．4

／／．6

10．8

／0，2

11，3

11，9

／0．3

10，9

／2，4

／2，6

／0．9

8．9

第9号A一農学（／％1）

穂梗径

n1nユ
2，92

2，98

3．02

2，90

2．ア6

2，85

2．92

2，8／

2，65

2，72

2．75

2，65

2，77

2，83

2．57

3，03

3．14

G1bbere11mで処理したMuscat　Ba11ey　A

ぶどうの花粉の発芽能カ

寒天濃度 薦糖濃度
／00PPm 50PPm
発芽率 発芽率

％ ％ ％

2 20 0 3
処理区 2 25 13 O

4 20 2 0
4 25 0 1

2 20 32 32

無処理区 2 25 3ア 37

4 20 5 5
4 25 19 19

（注）25．C　／O時間後調査

‘　50PPm
発芽率

ppmのGibbere11in液に浸漬した花粉の発芽能力を調べ

た所第／6表の通りであった．

　花粉粒の発芽歩合は処理区は無処理区に比し著しく低

いので，Gibbere11in溶液は花粉の発芽能カを低下せ

しめることは明らかな様である．

　v五n）G・地bere1H理液浸療後の降雨の影響

前述の報告によると，開花前処理の適期は5月／7日で

あったので，5月／5日も大体好適時期と云える．この5

月／5日午前8時30分に／00PPm濃度のGibbere11in液

に浸漬した6果房に2，4及び6時間後に約／0mmの人

工降雨をジョロで行った結果は第／7表の通りである。

第／ア表　Gibbere11in液浸漬果に及す降雨の影響

処理後降水までの時間 開花促進日数 1無核果率

時瑚　分 日

2 2
卓
1

4 4 22

6 5 85

（自然降雨）　6．30 5
9
／

無処理（5月／7日） 4 97

　　但し，開花後処理は6月／4日と2／日に行った。

　即ち，処理して4時間後までに10mmの降雨があって

も無効になり，6時間後でも85％の無核果率であるから，

なお十分ではない．自然降雨が6時間半後に約40mm

あったが9／％の無核果率であったので，少くとも処理後

7時間以上経過して後の降雨が安全であろう。

ix）10a当りG・旦眺e蝸u且皿消費量

　昭和35年Gibbere11in処理をした無核果のDe1aware

ぶどうは／kg当り／43．6円（山梨産）であるのに，有核果

の普通のDe1awareぶどうは65．3円で，Gibbere11in処

理ぶどうは約2倍半の高値である．本県の申央事業農協

連で簸川郡内産De1awareぶどうを出荷した結果でも，

無処理果がlkg39．9円であるのに対し，Gibbere1lin処

理果は112．9円でやはり3倍近い高値を示している．か

様に高価に販売出来るが，処理に使うG1bbere11mが高

価であるから，その使用量が問題になる．そこで今回の

実験に使用した量から推算すると次の様である。

　開花前処理に／00花房当り18cc，開花後処理とし

て100花房200㏄を使用したので，10a当り12，000花

房とすれば開花前処理に10a当り2，／60cc，開花後処理

に24，000ccとなるから合計26，／60ccを必要とする．

10mgを100ccにとかせば／00ppmの濃度になるから2，

616gとなる．／93，000円であるから／0a当りGibberenin

代としてア，848円を必要とする．

　　　　　　　　　　考　　察

　島根県海岸砂丘地に栽檀されているDe1awareぶどう

にG1bbere11mを使用して早期成熟を促す場合その使用

適期並びにGibbere11inの適確な効果について調べて見

た．Gibbere11inの濃度は50及び／00ppmとし，開花前

処理は4月30日，5月ア日，／2日及び1ア日の4区とし，開

花後の処理は処理を行わないもの，6月14日に処理した

sokyu
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もの，6月／4日及び2／日の2回に処理したもの及び6月

2／日に処理したものの4区を設けた．但し開花前処理が

4月30日の区のみは開花后処理を3区とし，6月2／日の

みの処理は行わなかった．

　開花前処理時の気温は／7．2oC以上であり，湿度は52

～68％で大体乾燥状態にあった。5月／7日区のみ翌日降

雨となったが，他は晴天又は曇天に過きた．

　以上の様な開花前処理を行った場合，早く処理したも

の程開花期を早めている．然も50PPmの場合より／00

ppmの方がi日開花期を早めている．この点について

岸氏（1％0）も同様の結果を報告している．即ち無処理

区の5月30日開花に対し／00Ppmで5月7日処理区の開

花期は5月24日となり6日開花期を早めている．然るに

今回は無処理の開花期が6月5日であるのに対し，／00

Ppmで5月ア日処理区の開花期が5月30日となり6日早

くなるが，岸氏の場合（23日前）より更に早く（29日前）

処理したことになる．従って開花期を7日早める場合に

は更に早く（36日前）開花前処理を行う必要がある．井

上氏（1959）も無処理区の開花期が6月6日であるのに

対し，5月6日処理区の開花盛りは6月2日となり，4

日開花を早めている．名城大学の原氏（／％0）は5月／9

日までに／00ppm液で処理した場合5～／0日早くなった

が，回数の差はなかったと報告している．

　無核果形成率については岸氏（／％0）によると，開花

盛期／0日以上前であれば100ppmの濃度で93．5％以上

の無核果を作り，無処理の開花期（5月ろ0日）前／0～23

日の間の処理では早く処理したもの程無核果形成率が高

い．特に5月ア日（開花／7日前）／回処理は99．8％の高

率を示し，更に開花后処理すると／00％を示している．

然し今回の無処理の開花期（6月5日）前／9～36日の試

験では開花期に早く処理したもの程無核果形成率が低

く，開花期2週間前の5月17日区が最も高い．同区の申

でも開花後処理を6月14日の／回処理及び6月14日と2／

日の2回処理区が無核果率最も高く，9ア％を示している．

50ppmの場合でも／00PPmの場合と全く同様で5月／7

日区が最も高く且つ開花後2週間目に行ったもの及び2

週間目と3週間目の2回行ったものが％％で最高を示

している．又開花後1回のみ行う場合，2週間目の方が

3週間目に行う場合より高い無核果率を示している．開

花後1回処理した場合と2回処理した場合とでは無核果

形成率は明らかな傾向を示していない．岸氏は開花盛期

を過ぎれぱ過ぎる程無核果率ぽ低くなり，6月／3日（開

花盛期後2週間）では7％に過ぎない事を報告している

が，今回の実験の結果を見ても，開花後の処理が3週間

目よりも2週間目の処理の方が無核果形成率がや㌧高く

なる傾向を示している。このことは開花後2週間目でも

第／8表　G1bbere11m処理が含核果数に及ぽす

　　　．影響（原，／960）

処理区

1
2
3
4

5
6
ア

8
9

／0

／
／

／2

／3

14

／5

／6

17

／8

19

20

2
1
22

処理
回数

5
4
3
0

2
〃

〃

〃

0

2
〃

〃

0
9

〃

0

1
／1！

〃

〃

〃

0

処理
間隔

／0

〃

〃

〃

阯

／0

〃

〃

〃

20

〃

ノ1

30

〃

　処　理　時　期
4”15／915／／915／2916！8

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

X
×

X

X

×

×

×

×

×

×

×

×

有核果率

　0

　0

　0

／00

％

　0

　0

　0

　ア．5

／00

　0

　0．2

　0．2

／00

　3．4

　0．5

100

1／．0

　1．1

　0，3

／7，2

60．0

／00

（注）4月29日の処理は幼穂出現前であった×印は

　処理を示す

や㌧有効であることを示すものである．丼上氏（1959）

によると無核果形成率は処理の時期による影響が認めら

れ，落花期以降の処理では効果が認められない．原氏

（／％0）によると第／8表の様に開花前処理回数が2回以

上の場合は無核果形成率／00％である．開花前／回処理

では5月19日処理が無核果形成率が最も高く，今回の実

験と一致している．

　50pPmと100ppmとの無核果形成率に及ほす影響を

みると，前者は5月／7日区で開花後処理をしない場合は

64％であるのに，後者は％％で蓬かに後者の方が優って

いるが，5月／2日区では前者が16％に対し後者が28％で

やはり／00ppmの方が優っている．然るに5月ア日区

は何れも0％で無効であった．岸氏も5月7日50PPm

処理区は1回区が59．4％，2回区がア9．5％であるのに対

し，100PPm区は各々99．8％及び／00％で遙かに100PPm

が優っていることを報告している。今回の実験で開花後

処理の場合も併せ考える時100PPmで5月17日処理は9ア
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％，50ppmで5月／ア日処理が％．9％であるから殆んど変

化がない．京都農試（／％0）によると，25，50，ア5及び

／00ppmと濃度を濃くする程無核果率は高くなる。岩田，

奥田及ぴ重里氏等（1％O）によると，無核果率の高いも

のはDe1aware，摂津，Muscat　Ba11ey　A，問瀬／号

で，顕著に低いものは甲州である．岩田，重里及び渡辺

氏等（／％0）によると，開花前／0～20日に処理したものが

無核果率が高く，且つ落花後処理が早い程無核果効果は

大きい．又開花前処理ではGibberenin単用では効果少

く，展着剤加用が効果高く，特に普通の展着剤よりエア

ロールの方が顕著である．農林省技研（／％0）によると，

開花前処理したものに，開花後5，／5，25，ろ5，45日処

理の各区では無核果率92．7，90．7，86．4，88．5，89，6

と早いものが優った．

　山梨県果樹分場にわいて無処理のDe1awareぶどうの

糖度（屈折計による）が／8％になるのは8月下旬（／960

年は8月24日）であるが，G1bbere11m処理したものは7

月下旬（7月28日）で約／か月早1い．酸度が1％以下に

下るのは前者は8月24日後者は8月3日であり，甘味比

が20以上になるのは前者が8月24日，後者が8月3日で

ある．

　今回の実験で7月25日までに50ppm処理では糖度が

／8％以上になる区は見られないが，／00ppm区では開花

前処理が5月／ア日，開花後処理が6月／4日及び6月14日

と2／日の2回処理区に認められる。ア月29日の調べでは，

／00ppm区の開花前処理が5月／ア日，開花後処理が／回

及び2回区で糖度／8％以上になっているし，50ppm区で

も開花前処理が5月17日で，開花後6月／4日処理区及ぴ

6月／4日と2／日の2回処理区は／8．0％及び／8．6％になっ

ている．酸度も開花前5月／7日処理の各区は／00及び50

ppmの場合共に05～06％程度で著しく低くなってい

る．糖酸率も30以上に高くなっている。7月29日の無処

理区は，糖度は8．6％，酸度は2．4％と著しく未成熟の

状態である．

　岸，岡崎両氏（1％0）の調査によると，開花前及び開

花後各1回／00PPm処理の場合には5月7日区（開花／ア

日前）が最も着色が早く，次いで5月／5日（開花／0日

前）第3位が5月20日（開花6日前）であった．井上氏

（／959）もG1bbere111n処理果房を収穫して調べた所，

濃着色果の殆んどは無核果で，淡色果でも含核果数は僅

かであったことを認めている．原氏（1％0）によると

Gibberel1in処理果は無処理果に比べて2～3％糖度が増

したと報じている．

　以上の様に適期に行ったG1bbere11n処理区は早期に

糖度を高め，着色を促す結果，成熟期が早められる．今

回の実験でも開花前5月／7日区の申で早いものは，／00

PPm処理区で7月25日に，50PPm処理区で7月27日に

成熟している．即ち，開花前処理は開花盛りの／5日前が

適当で，開花後処理は開花盛り後／3日1回の場合及び／5

日目と20日目の2回区が成熟促進の効果が大きい．岸，

岡崎両氏（／％0）によると，／00PPmの場合は，開花前

／7日区（5月7日区），開花前／0日区（5月／5日区）及び

開花前6日区（5月20日区）は何れも収穫期が7月／7日

～29日で最も早かった。（何れも開花後処理を6月／3日

に行った）．次いでこれ等開花前／回のみの区で，第3

位は50PPmを5月ア日及び6月／3日に各1回処理した

区で，最も晩いのは開花後に処理した場合である。無処

理区は8月／6日～3／口に収穫した．G1bbere111nは有核

果の成熟期も僅かばかりであるが早めるらしいと述べて

いる．又Gibbere11in処理の無核果は着色が始ってから

収穫までの期間が有核果より著しく短かくなるようであ

る．原氏も処理区は無核果となり着色は均一に促進され

て／0～／5日早かったと述べている．今回の実験では5月

1ア日処理区はア月25日，無処理区は8月／9日であるから

25日促進出来た。晩いものでも2／日早かった。

　次に，Gibberemn処理した果粒は，無核になるため

果粒の肥大が悪いことが考えられる．今回の実験では

7月29日に処理果は無処理果に比べて何れの区も大きい

が，無処理果が成熟する8月／9日の果粒に比べると／00及

び50PPm処理区共に小さい．開花前／回処理のみでは著

しく小果になるので，開花後の処理を行う必要がある．

開花後処速は開花盛り後2週問目に／回行った場合は2

週目及び3週目の2回処理したものと変化なく，晩く処

理するより早く処理した方が有効である．

　原氏によっても，無核果に対しては何れの処理も肥大

効果が顕著であったが，有核果よりは果粒が小さかった．

且つ処理時期及び処理回数の差は影響しなかった。同氏

は含核数と果粒の肥大との関係を調べているが，無核果

粒の無処理果の大きさを100とすれば，処理区は380，種

子／個の場合は52．9，2個の場合は482となり，核数

が増すにつれMinusの影響が大きくなることを報告し

ている．井上，藤原両氏（／959）も処理区の果粒は常に

小さくなっている．処理回数の多い区は少い区より大き

い．又処理期が晩い場合生理的落果すべきものがGibb－

ere1hn処理で残る場合があるが，か様な場合は小果粒の

ものが多くなる．

　米国のR．J．Waver氏によると，無核のB1ack－

co1insでは5ppm（20万倍）を開花後3日目に処理して

可なりの結果を示したと云い，又Th0㎜psonseed1ess

を結実してから50ppmで処理して著しい増収をあげて

いる　米国では有核品種の授精後にG1bbere11mを撒布

しても，果粒肥大の効果は認められていない．
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　一般にG1bbere111n処理区の果穂長は無処理区より伸

長が大きいが，／00ppm処理区で開花前処理の5月／2日

各区は無処理区より57～45％増加して最も長く，次は5

月／7日区で30～ろ8％伸長量が増大している。50ppm処理

では5月／7日区や4月30日区が比較的よく伸長している

が他区との差は著しくない．

　／00ppm処理の場合の穂梗の太さは4月30日処理を除

くと，他は無処理区より細い．50ppm区も概して無処

理区より細い．井上，藤原両氏によると果穂出現直後の

5月6日処理では伸長効果が顕著であるが，開花期以降

では／00pPmの濃度では影響がない。同氏は又Gibbe－

re11m処理による果穂の轡曲は品種により異るが，De1－

aWareは多少上方に轡曲する．併し果粒が肥大するにつ

れて平常に復する．岸，岡崎両氏によると，処理時期が

早い程伸び方は著しいが，開花盛期以後の処理では殆ど

伸長しない．5月7日（開花前17日）処理では無処理区

より40～50％伸長が増加した．原氏はGibbere11in処理

区の穂梗の表皮細胞は縦によく伸びたが，横には少なか

ったと報告している．

　5月1ア日区（開花前）で，開花後6月／4日と2／日の2

回処理した場合でも穂梗の太さは／0D及50ppm両区共

無処理区より細い傾向を示した．このことは採取後無処

理区より果穂の萎凋が早いのではないかと思われる．

　G1bbere111n処理を適期に行うと，無核果になること

が実証されたが，この無核果の原因として考えられるこ

とは，薬液により花粉が発芽能カを失う様に考えられる

ので，De1awareの花粉の発芽試験を行ってみたが，発

芽した花粉はなかった。原氏は処理区では不良花粉が多

く，完全花粉の発芽率も無処理区の20．9％に対し僅かに

／．8％であった．併し開花申袋掛をしなかったので，無

処理区の完全花粉の飛来したことが考えられるのに，無

核果房であったことは雌芯にGibbere1］inが付着してい

るため，たとい完全花粉が附着しても授精を妨げるもの

と考えられる。山梨農試（1％0）で開花前100ppm液で

処理し，開花直前除雄し袋掛し，％を開花期が過ぎる

まで袋掛けした．その無核果率は100％であったが，残

りの％を満開期に除袋して無処理のデラウエア花粉を

授粉した場合無核果率は9ア．8％であったと報告してい

る．今回処理したデラウエアで発芽するのが認められな

かったので，Muscat　Ba11ey　A品種を用いてG1bbere

11in処理花の花粉の発芽を調べたが，処理区は無処理区

に比し発芽率は遥かに低かった．山梨果試でもVan

T1eghen　ce11を用い，蕉糖20％の液上に開花前／00PPm

液に浸漬した蕾の花粉を落とし，24oCで48時間後に検

鏡したが発芽を認めることが出来なかったと報告してい

る．沢田，今河両氏（1％0）によると，100ppmで処理

したりんごの花粉は，対照区や／0Ppm区より早く発芽

することを認めている．

　G1bbere11m浸漬后降雨の影響を調べた所，今回6時

問以内に降雨のある場合には相当効果を減じた．岸氏等

も処理後3，5，8時間後に水をかけた所相当効果を低下

するので，少くとも8時問以上降雨のないことが必要で

あると述べている。

　Gibbere11inが高価なため，その使用量が少い程有利

である。今回の浸漬法によると，開花前100花房／8㏄，

開花後200㏄を使用したので，／0a当り／2，000花房とす

ると合計26，／60cc即ち100PPmの濃度であるから2．69

となり，／93，000円として7，800円の支出である。岸，

岡崎両氏によると，浸漬法／00に対し撤布法は350の薬

液を使うが，労力は／00対50で少いと報告している。又

薬液使用量は10a当り約234必要であることを認めてい

る．（開花前／00果房当り約50cc，開花後約150㏄が必

要）

　　　　　　　　　摘　　　要

　砂丘地の5年生デラウェアぶどうを供試してGibber－

e11in50及び／00ppmの濃度でぶどう果房を開花前と開花

後浸濱して開花促進，無核果形成率，糖酸率，果粒の肥

大，成熟期の早晩等について調べた。

　①　／00ppm処理の開花期は，開花前4月30日処理が

ア日，5月7日処理が6日，5月／2日処理が5日，5月19

日処理が4日程無処理区より早かった．50ppm処理は大

体／00ppm処理区より1日開花がおくれた。

　②　無核果率は開花2週間前（5月／ア日区）に／00PPm

液に浸漬し，更に開花後2週間目（6月／4日）に同濃度

に浸漬した区及び開花後2週間目と3週間目（6月2／日）

の2回浸漬した区が最高（97％）を示した．開花前／00

ppm／回のみでも％％の無核果率を示したが，他区（4

月30日区，5月7日区及び／2日区）は何れも経済的に有

効な無核果率を示さなかった．50ppm区ではその効果

も低く，僅かに開花前5月17日処理で開花後2週間目の

処理区及び開花後2週目と3週目の2回処理区が各々％％

の無核果率を示していたが，他区は何れも効果がなかっ

た．

　⑧　7月25日ではl00ppm処理区申開花前処理が5月

17日区のみ糖度が／8％以上になったが，50PPm区では何

れも糖度が低かった．7月29日になると50PPm区でも

／8％以上のものが認められた．即ち，／00ppm処理区で

開花前処理の5月／7日区は大体甘味も十分であるが，他

区では尚十分でない．50PPm処理でも／00PPm区と略

同様の傾向であるがや㌧低い．5月／2日処理で開花後2

回処理区の糖度は／8．2％で高いが，酸度が高く甘味は十
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い。

　④　／00pp㎜処理の申最も早い区は50ppm処理のそ

れより2日早く成熟し，前者の開花前処理が5月17日で

開花後処理を・6月／4日にした区及び6月／4日と2／日の2

回にした区がア月25日で最も早く成熟した．後者の50

ppm処理区申でも前者と同時期の処理がア月2ア日で早か

つた．

　⑤　／00pp1m処理区中で／果粒重の大きいのは開花前

処理が5月1ア日で，開花後処理が6月／4日及び6月14日

と2／日の2回区であるが，何れも無処理区より劣ってい

る。50PPm処理では無核果率の高い5月／7日区は果粒

の肥大が特に不良である．4月30日区は大果であるが成

熟晩く有核で問題にならない．か様に処理区は無処理区

より小粒であるが，開花前のみの処理で終るよりも開花

後処理を行った方が肥大を促している．

　／00PPm区の／果房重は開花前5月17日処理で開花後

6月／4日及び6月14日と21日の2回区が最も大きく，且

つ無処理区よりも大きいが，50PPm区ではや㌧小さく無

処理区に近い．

　⑥　Gibbere11in処理した蕾の花粉は発芽歩合を低下

する傾向がある．

　⑦　Gibbere11in液に浸漬した後6時間以内に降雨が

あるときはその効果を著しく低下する．

　⑧Delawareぶどうを早出しするために浸漬法によ

ってGibbere1linを使用する場合は10a当り約2．69を

必要とする．
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8．　HARRINGT0N，J　F　　The　use　of　G1bbere111c

　Acヱd　to　mduce　Bo1tmg　and　1ncrease　Seed

　Y1e1d　of　T1ght丑eadmg　Lettuce　Proc　Ame

　Soc．Hort．Sci．75，476－479，／％0．

9．CRANE，工α，P．E．Primer，and　R．C．Camp

　be11　G1bbere11m　mduced　Parthenocarpy　m
　Pru皿1s．Proc．Ame．Soc．Hort．Sci．75，129－

　／37．　1960．

／0．Wittwer，S．H．，M．J．Buko▽ac，H．Ml．Se11

　and　L．E．Wa11er：Some　effects　of　gibbere

　11in　on　f1owering　and　fruit　setting．P1ant

　Physio1．32，195ア．

S岨㎜醐亙y

　Each　fユower　c1Uster　on1O　new　shoots　of5

years　oヱd　De1aware　grape　vines　grown　on　the

sandy　h1n　reg1on　were　d1pPed1n　the　g1bbe－

re111n　so1ut1on　of100and50　pPm　at　one　to

three　t1mes　before　and　after　f1owenng　Penod

in　various　combinations，　and　effects　on　the

f1owenng　Penod，the　rate　of　seed1ess　fru1t，

sugar　to　ac1d　rat1o，fru1t　deve1opment　and－

npenmg　Per1od－were1nvest1gated

Expenmenta1d－es1gn　was　as　fo11ows

Treatment before Treatment after 
f lowering f lowering 

Plot Date 
Date Ist 2nd 

treatment treatment 
A- I April 30th 
A-~ // ll June 14th 
A- M // ll // ll June _9lst 

B-I May 7th 
B-~ // ll June 14th 
B-~ // ll // ll June 2lst 

B-W // ll // ll 
C-I May 12th 
C-~ // ll June 14th 
C-M // ll // ll June 9_Ist 
C-IV // ll // ll 
D-I May 17th 
D-~ // ll June 14th 
D-M // ll // ll June 2lst 

D-W // ll // ll 
Date　of　fu11b1oom　of　no　treated　plot　was　June
5th．

Each　p1ot　was　apart　treated　by100and50ppm
so1ut1on

sokyu

sokyu
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l) The flowering period of 100 ppm treatment 'v"as faster one day than 50ppm one. The 

flowering period of 100ppm treatment became faster 7 days on A (April 30th), 6 days on B 

(May 7th), 5 d.ays on C (IVlay 12th), 4 days on D (M:ay 17th) than that of no treated one 

2) The rates of seedless fruits of D･II and D-III plot dipped in 100ppm solution were the 

highest (970/0) in all 100ppm treatmLents and that of D-1 plot dipped in 100ppm solution was 

960/0, but others did not show high seedless fruit ratios 

The seedless fruit ratios were generally low on 50ppm treatments and each seedless fruit ratio 

of D-II and D-III plot was 960/0. but others dipped in 50ppm solution were not effective. 

3) Each sugar content of two 100ppm treatments -D-II and D-IJI plot -was over 18010 

on July 25th, but sugar content of each 50ppm treatrnent was lower than 18010 

Sugar contents of fruits dipped in 50ppm solution on May 17th-D-ll and D-III plot -became 

also over 180/0 On July 29th. 

4) The fastest ripening period in all 100ppm treatments was 2 days faster than that of 

50ppm. 

The clusters of D-II and D-lll plot that treated by 100ppm solution ripened the most rapidly 

on July 25th and the ripenin*" periods of D-II and D-IIJ plot of 50ppm were also the fastest in 

50ppm treatments and ripened on July 27th 

5) Each berry weight of D-II and D-Ill plot treated by 100ppm solution was the heaviest 

in all treated plots, but those were lighter than those of no treated one and each berry weight 

of 50 ppm treatment was very light 

Each cluster weight of D-II and D-III plot reated by 100ppm solution was the heaviest in all 

treated plots and heavier than that of no treated one, but those of 50ppm treatment were small 

a little and were as similar as no treated one 

6) The germination o/o Of pollens treated by 50 and 100ppm gibberellin solut on was very 

10w or none. 

7) W'hen it rained within 6 hours after dipping of gibberellin solution, the seedless fruit 

ratio became very low. 

8) For ear]y shipment of Delaware grape, about 2.6g gibberellin to 10a was used by this 

dipping method 
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